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ｙｘ畸砲台跡の保存・垢篦について 、南 あわ じ市文化財保護条例第 ３９ 粂第 ２項の規定によ

り、 下記の應ち建議します。

文化財の竡称

文化財の種別

築造年代

所在地

記

門畸砲台 （周知の荒蔵文化財包蔵地 ・門畸砲七跡）

建造物（禿蔵文化財）

雅１ 治３２年 （１８９９年）

南あわじ．市福良丙９４７ ・２２タト

議論の経緯翫びを言

で．に
言庖

１。 短期蝠な方策

第１ 回の審議会において、 四素胎跡の現状と 今後の方針を確嘉した上で、を掘調査成果の恬鴇

と籃曵遺産価値の啓戛について議論を行った。その結果、 令‾χ口 ６年度に行え る水砲台跡の活が」事業

とし て、 水魅台を分か りやすく 解説 したパンフレ ット の編集、 発掘調査報告書の発行、講演会やフ

ィールド ワー ク等の実施を提言 した。

水提言を受けた事業は既に着手されてお り、 継続 した取り 組みを提言する。

２。 調査結果‾攷び保存資料の活鴇

第２ 回か ら第 ５回 の審議会 において 、本砲台のｔ史遺産と して の価値を啓発 し、 後ｍに継承して

いく ための方策と して、ｍ りｍ した砲台の復元・展示八び調を資料の活ちこついてに‾ドの議論を行

つ乙

（） ）切 り出 した砲台 の復 元・ 展示

復ニ］元場所について は、 ｊ］’能 な覧 ち戛見さ れた遺構 に近 く、 元の砲台 と歇］じ 方角 で鳴門海峡が 見え

る６ 箇所 を候補地に挙 げ、 現地視察 を踏まえ、復示＝ｊ法 とも 関査付け 牡が ら市議し た。 その結果、

観光施設かお り来訪者 も多 く、 鳴門要塞全体の眺望が きく 立地であ るこ とか ら、 第］ 候補地に うず

まちテラスを壥誼しじ牡。顯時に、 復匹悵と して、規模・ 構造 ・荀犬ヽ材質等により 本砲台を再現

する 方法について検討 ・協議を重ねてき たが、その実現に 售た り、 次の よう な強い懸念も 指摘 され、

た。



①　ｉ士時の規模で水氣台を復九しか場合には、 風光鴉媚な景観がｍ害されるこ とか ら、 ｍ！の

景観を著 しく 損な う行為の規制等自然悵図法の制勸について、 環境省をけじめ関係機関と の默

体的な保存計画に基づく協議が必要とな る。

②　復元 のた めの隻準蝪な 工法や復元後 の外い光線に よる 劣化 を防 ぐ適 リ］ な万策が見つかって

おら ず、 性急な復元の実施が本資料の文化財的価値の ‾哽なる毀損に繋がる ｊＴ能性が高 い。

③　観光亙での活篦と いう 畆で考え ると 、來あ者が多い観光施ミに水素台を復元する こと は、鼈

史遺産と しての価値を広く 周‰する上で意義かお る。 しか し、 追加的な観光客誘致及び経済的

な効夕＝ としては多く を望めない。

鷄上の議ぬを踏ま え、 本審議会 として現Ｖｍでは、ｍ りぶ した飽台の皿］な保存 ・管ＪＩを維雍す

るこ とが 望ま しく 、更 なる 知見 を深 め、 復元工法や版元後 の保存の技術の泰化を 見極 めつつ、 観光

資源 としての恬鴇方法や事業実施のための適了Ｅな財源の獲得を継続的に調ま・ 研究する こと をを言

する。

（２ ）調査資料の活用

一方 で、 今回 の発掘調査に よる 耻録保存で得 られた緻密なデー タを最大 限に活Ｗ。］する こと は本砲

詰の艾イ皿恂な価値を高め る上で重娶との観畆か ら、 次の よう なお り組みがを案 ・審議さ れた。

①　デジタル技術 （Ａ Ｒ） の俎篦

本砲台が発見 された場所や鶚ｍ観光施設 で、 個人のス マー トフ ォンやタ ブレ ット や端末か らア

クセ スで きる 映像 を提供す る。 これ は、 本砲台や鳴門 要塞がかつて はそ の場に存在したこ とを誰

でも視覚的に理解でき る有効な方法である。

②　解説ヨ看板の鼈置

本調をに よっ て解獸さ れた 内容等を説回 した Ｊ台板を 、本氣台が発見さ 妣た場所へほ置すべきで

ある 。ま た、 本砲台が復ニヒ匹能な場合には、そ の付近に も設置が必要であ る。

③　／」ヽ学生篦の副読本への掲載

子ど も達に戦争の悲惨 さと 平豕］の尊さ を伝 えて いく こと が重娶である。本砲台 をＷ材と して、

淡たぬの副読本『ふる さと 淡ぬた』 と『キッ ス南あわ じ』 にｍ載し、授業で戦争と平淅］が学べる

機会 を創 皀す る。 掲載 にあ たっ ては 、小学校教員 の意見を聴取 して いた だき たい。

④　パンフレ ット またはＨ子の作製

串か。］には戦争遺跡が複数旅つて おり 、副読本 とは ｙ３ １」 に、 小学竪に も理解で きる 戦争遺跡 をまと

めたパンフレ ット またはＲ子を本審議会で編集ヽ戛ニＦＩ』してい く。

⑤　屋内展示物（ ジオ ラマ模サ等） の製作

緻密な調査データ をも とに、現ｍした実際の姿に近い ジオラマ模をと説獸パネルを展示する。

加え て、 映像 を流 した り、 切り ｍし か本砲台のヒース の一部を展示でき れば、本砲台に関する ｊｌ

解の相乗効果が期待できる。現時点では、展示施設の候補 とし て、 本砲台が発見された周ｍの観

光施獄牛若人のよ場な圉が挙げらわ た。



曁上の５ 点については、蚕めていく べき であると の意見の一致を見たと ころであ り、 計画的に
～

取り 組んでいくこ とを提言する。

３。 おわ りに
きゅ うこう

水魑台は、明治期に築造された魅台とし（は、国内で類びｌＸを見ない穹窖砲台でお り極めて貴
重な構造物である と認められ、 適切な保存・ 管ミに努力を尽く すにキ目応しい価値がある。その価
値を最大ｍに生かすために、上記の提言を着実に進めてい くと とも に、 よく 水市の曁史遺産の啓
発の癪能性を り１ き続き調を・ 研究するべき であ る。 その取り 組みにせ し、 水審議会は支援・ 協力
を借 しま ない。

け上をも って 、水審議会の朧議 とす る。


